
1．はじめに

近年，急速に発展しているインタネット上の情
報には，動画像や音などが扱える，実時間で変化
に対応できるといった特長がある。一方，従来か
ら広く用いられている紙媒体の情報は可読性，可
搬性といった面で優れている。
今回，両者の特長を活かすことを狙いとして，

URL(Uniform Resource Locator)を2次元コードで表
現し印刷することにより，紙媒体の情報からイン
タネット上の情報を容易に参照できるシステムを
試作した。
2．システム構成

本システムは，URLを表現した2次元コードの
画像データをビデオカメラで読み取り，2次元コ
ードを復号して得られるURLをWWWブラウザに
出力し，対応する情報を得る ( Fig. 1 )。これによ
り，ユーザは紙媒体の情報を閲覧しながら，イン
タネット上の情報を容易に参照できる。
試作したシステムでは2次元コードとしてQRコ
ード１）を使用し，読み取り率向上のためURL ( 数
百バイト ) データの圧縮を行っている。符号化に
はHuffman符号を用い，URL中に頻出する特定の
パタン ( "http"で始まり"html"で終わるなど ) に対
して符号割り当てを行ったところ平均圧縮率
54.2%を得た。その結果，解像度が320×240ピク

セル程度の普及型CCDカメラで読み取り率99%の
実用的な性能が得られた。
3．適用イメージ

本システムは紙媒体の情報から，音，動画像な
どへの参照を容易にする。例えば技術文書への適
用イメージとして，音色解析分野で周波数スペク
トルの図に対応する原音を再生することなどが考
えられる ( Fig. 2 )。
4．まとめ

URLを2次元コードで表現し印刷することによ
り，紙媒体では扱えない情報を容易に利用するこ
とのできるシステムを試作した。
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Fig. 1 The system overview.

WWW Browser

Video Camera

2D Code Image

URL

Document

2D Code

2D Code 
Decoding 
Unit

Huffman Code　
Decoding Unit

Compressed URLPaper Media

Electronic Media

(ex. http://www...)

Fig. 2 Sound database application.


